
「流す」方策（量的対策）「流す」方策（量的対策）

整備目標規模設定の考え方整備目標規模設定の考え方



堤防の整備状況堤防の整備状況

揖保川揖保川
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堤防の整備状況堤防の整備状況

林田川林田川

栗栖川栗栖川

完成堤防

暫定完成堤防

未整備

不必要区間

※堤防の整備状況を５０ｍ毎に表示
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現況流下能力 計画高水流量

○ 現況河道の流下能力（本川）
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単位：m3/s
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○ 現況河道の流下能力（支川）
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○ 現況河道の流下能力（支川）

林田川 栗栖川

龍野市 新 宮 町 宍粟市一宮町

単位：m3/s

新 宮 町 宍粟市一宮町太子町 龍野市

引原川



５．１５．１ 「流す」方策の検討「流す」方策の検討

①①主要１５洪水の龍野地点流量の小さいものから、順次流下主要１５洪水の龍野地点流量の小さいものから、順次流下
能力の不足する箇所を抽出する。能力の不足する箇所を抽出する。

②②抽出された箇所の対策は、下流側から検討する。抽出された箇所の対策は、下流側から検討する。

③③抽出した箇所毎に対象洪水の対策工法を検討し、事業費を抽出した箇所毎に対象洪水の対策工法を検討し、事業費を
算定する。算定する。

④④対策事業規模が３０年間想定事業規模に相当するまで対策事業規模が３０年間想定事業規模に相当するまで②②～～
③③を繰り返す。を繰り返す。

⑤⑤対策事業規模が３０年間想定事業規模に達しない場合、対策事業規模が３０年間想定事業規模に達しない場合、①①
の洪水ランクを上げる。の洪水ランクを上げる。

※※３０年間事業費は過去１０年間の予算動向より概ね４００億円程度を３０年間事業費は過去１０年間の予算動向より概ね４００億円程度を

想定している。想定している。

５．１．１５．１．１ 対象洪水と対策箇所選定の考え方対象洪水と対策箇所選定の考え方



○○対象洪水選定フロー対象洪水選定フロー

15洪水の龍野地点流量を
小さい順に並び替える

下流側から流下能力
不足箇所の対策案を検討

対策工法による
事業費の算定

対策事業規模が
30年想定事業費
に相当するか

（相当しない）

対象洪水ランク
を1つ上げる

対象洪水の決定
（相当する）

【条件】
・築堤、引堤に関しては、工事
実施基本計画規模（１／１０
０）を対象に計画する

龍野地点流量の1番小さい
流量を対象洪水として選定する

※主要15洪水において氾濫頻度が高い箇所が漏れていないかチェックする

上流の対策を実施したこ
とにより下流での影響が
生じていないかをチェッ
クする



①①主要１５洪水の龍野地点流量の小さいものから、主要１５洪水の龍野地点流量の小さいものから、

順次流下能力の不足する箇所を抽出する。順次流下能力の不足する箇所を抽出する。



②②抽出された箇所の対策は、下流側から検討する。抽出された箇所の対策は、下流側から検討する。



③③抽出した箇所毎に対象洪水の対策工法を検討し、抽出した箇所毎に対象洪水の対策工法を検討し、
事業費を算定する。事業費を算定する。

④④対策事業規模が３０年間想定事業規模に相当する対策事業規模が３０年間想定事業規模に相当する
までまで②②～～③③を繰り返す。を繰り返す。

⑤⑤対策事業規模が３０年間想定事業規模に達しない対策事業規模が３０年間想定事業規模に達しない
場合、場合、①①の洪水ランクを上げる。の洪水ランクを上げる。

※※３０年間事業費は過去１０年間の予算動向より概ね３０年間事業費は過去１０年間の予算動向より概ね
４００億円程度を想定している。４００億円程度を想定している。



○○対象洪水対象洪水

現在継続事業、堤防質的対策及び３０年間想現在継続事業、堤防質的対策及び３０年間想
定事業規模を勘案し、試算した結果、定事業規模を勘案し、試算した結果、

Ｓ４７年７月１２日洪水となった。Ｓ４７年７月１２日洪水となった。



洪水生起年月日
竜野地点最大流量

（ｍ３／ｓ）

① S45.8.21 2,900

② H10.10.18 2,403

③ S40.9.10 2,230

④ H16.9.18 2,228

⑤ H2.9.18 2,177

⑥ H16.8.31 2,133

⑦ S51.9.11 2,031

⑧ H16.10.20 2,016

⑨ S39.9.24 1,967

⑩ S40.7.22 1,927

⑪ S38.7.11 1,903

⑫ S47.7.12 1,629

⑬ S39.8.24 1,556

⑭ H11.6.30 1,548

⑮ S58.9.27 1,482



洪水生起年月日
竜野地点
最大流量
（ｍ３／ｓ）

竜野地点上流域
平均日雨量

(mm）

年最大流域
平均日雨量確率

（Ｇｕｍｂｅｌ）

① S45.8.21 2,900 186.8 約１／７０

② H10.10.18 2,403 110.1 約１／ ４

③ H16.8.31 2,282 145.9 約１／１５

④ S40.9.10 2,230 91.3 約１／ ２

⑤ H16.9.29 2,228 139.9 約１／１０

⑥ H2.9.18 2,177 184.1 約１／６０

⑦ S51.9.10 2,031 191.2 約１／８５

⑧ H16.10.20 2,016 131.2 約１／ ８

⑨ S39.9.24 1,967 165.4 約１／２０

⑩ S40.7.22 1,927 122.8 約１／ ６

⑪ S38.7.11 1,903 117.6 約１／ ５

⑫ S47.7.12 1,629 115.5 約１／ ５

⑬ S39.8.24 1,556 164.5 約１／２０

⑭ H11.6.30 1,548 118.0 約１／ ５

⑮ S58.9.27 1,482 111.6 約１／ ４



◎雨量確率の評価（年最大流域平均日雨量確率曲線図）

出典：揖保川水系工事実施基本計画、H元.3
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統計期間
明治32年～昭和60年

（87年間）

（年）

115.5

約1/5

91.391.3

約約1/21/2

約1/20

164.5

S38.8.24

S47.7.12

S40.9.10S40.9.10



○○対象洪水（対象洪水（S47.7.12S47.7.12）による氾濫シミュレーション）による氾濫シミュレーション

宍粟市

一宮町

新宮町

宍粟市

山崎町

【想定される被害】

床上：376
床下：378

375

浸水世帯数
（世帯）

浸水面積
（ha）
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対策後による流下能力増 対策前流下能力 Ｓ47.7洪水流量

７．対策の効果７．対策の効果
○対策の効果（揖保川流下能力図）
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対策後による流下能力増 対策前流下能力 Ｓ47.7洪水流量
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○対策の効果（栗栖川・引原川流下能力図）
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○○対策の効果（流下能力不足発生頻度と対策の効果（流下能力不足発生頻度とS47S47洪水対策による解消洪水対策による解消

数）数）揖保揖保
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○○対策の効果（流下能力不足発生頻度と対策の効果（流下能力不足発生頻度とS47S47洪水対策による解消洪水対策による解消

数）数）
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・今回、Ｓ４７．７洪水流量による氾濫を勘案し、・今回、Ｓ４７．７洪水流量による氾濫を勘案し、

複数の対策案を提示した。複数の対策案を提示した。

・今回も含めた流域委員会でのご意見、議論・今回も含めた流域委員会でのご意見、議論

を踏まえて、「揖保川河川整備に向けた説明を踏まえて、「揖保川河川整備に向けた説明

資料（第１稿）」作成時に河川管理者としての資料（第１稿）」作成時に河川管理者としての

案を示すこととする。案を示すこととする。


